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河村正二 (東京大 ･院理･生物科学 ･人類)
多くの新世界ザルにおいて色覚に性差及び個体
差があることが報告されている｡これは赤緑視物














































dNAクロー ンを､dh R叫 FLSH法を用いて上
記のサルのX染色体上にマップした｡FLN逝伝子
がマウス､ラット､ヒトのX染色体上にマップさ
れている位置は､マウスとラットこヒトX染色体
問で大きな逆位が生じていることが明らかとなっ
ている｡しかし､今回マップした結果､チンパン
ジー ､シロテテナガザル､アカゲザル､ミドリザ
ル､マントヒヒ､コモンマーモセットのⅩ艶色体
長腕末端部にシグナルが検出され､これら6種の
サルとヒトのⅩ染色体長腕末揺昏仔には逆位が存在
しない可能性が示唆された｡
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